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 図43つの異なる角度でのエネルギースペクトル系は図3と同じ。
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 論文審査の結果の要旨
 重イオン反応においては深非弾性散乱が実験理論共に盛んに研究されている。この論文は深
 非弾性散乱の実験と比較出来るくわしい計算を行って,反応機構を明らかにし,更にその時放
 出される粒子の放出機構を理論的に調べることを目的としている。
 仁井田は時間に依存する定式化により,vOIINeumann方程式から出発して統計平均を行う
 やり方をとった。重イオン間の相対座標とイオンの内部運動との相互作用行列要素はralldom
 変数であるとし,正規分布を仮定した。そして統計平均rを行い,Markov近似を行って.主方程
 式を導いた。その方程式を解いて,それから重イオン反応のエネルギーヒ角度に関する二二重微
 分断面積を求め,実験から求められたWiiczynskiplotと多くの例について比較してよい一一致が
 千尋らだした。
 重イオン衝突の際出てくる軽粒子放出を調べるために上に述べた相対運動と内部連動♂)相肩i
 作用に加えて,核子"核子の2体の相互1乍用を考え,吏に前平衝過程の理、論で用いられている
 exciton数(粒子数と空孔数び)和〉を標識として加えて,主方程式を導出した。これにより1・ll対運
 動エネルギーが内部運動エネルギーに転換され,更に2体相互作用により平衡化が促進される。
 放出粒子の角分布を計算するには,はじめexclt(m状態が出来たときには一定」)運動fltをも
 つとし,2体の核子一核子散乱によ…)それがだんだんと減少ヒ.平衡状態に達するヒ運動■1毒よ零に
 なると仮定する。軽粒子放出の確率を前平衡過程の場合と同じように計算し,そ))時運動量に
 依存する準位密度を使うと角分布を求めることが出来る。その結果を実験と比較すると非常に
 よい一致が得られることが示された。
 このように1体と2体の相互作用を同時に考慮して主方程式を導き実験と比較しよい一一一致を
 得たのははじめてであって,重イオン反応の機構の研究に貢献することを甚だ大である。従っ
 て仁井田の論文は理学博士として適当である。以上の結果は自立して研究活動を行うに必要な
 高度の研究能力と学識を有することを示している。よって仁井田提出の論文は理学博士の学1立
 論文として合格と認める。
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